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Ⅰ 基本的な考え方（市人権施策に関する基本計画第１章） 

 

１ 基本計画策定の趣旨 

  生駒市においては、「生駒市人権擁護に関する条例」(1994（平成6）年12月制定)や「生駒市総合計画」(2001（平成13）年12月策定)に基づき、人権

尊重のまちづくりの推進を市政の主要な柱として人権確立に向けた諸施策に取り組むなかで、2001（平成13）年には「人権教育のための国連10年」生

駒市行動計画を策定し、「豊かな人権文化の創造」を目指して人権教育・啓発を進めてきました。 

 しかしながら、わたしたちの身の回りには今なお、同和問題や女性、子ども、高齢者、障がい者、外国人等にかかわるさまざまな人権問題が存在し

ています。さらに、近年では、高度情報化や科学技術の発展にともなって、インターネットを悪用した人権侵害やプライバシーをめぐる問題など新た

な人権問題もおこっています。 

  本市も国際社会の動きや国・県の動向を踏まえたうえで、豊かな人権文化の創造という「人権教育のための国連 10年」生駒市行動計画の理念を引き

継ぎ、これを一層推進するため、人権施策の基本指針として本基本計画を策定するものです。 

 

２ 基本理念 

  本市では、生駒市総合計画において、「市民一人ひとりの人権と個性の尊重」を掲げ、誰もが能力と個性を十分発揮し、ともに認め合う人権尊重の

まちづくりを目指しています。 

 また、「人権教育のための国連 10 年」生駒市行動計画では、「人権教育のための国連 10 年」の基本的な考え方のもと、「豊かな人権文化の創造」

を基本理念として取り組みを行ってきました。このテーマは今後も引き続き取り組むべき目標であることに変わりありません。 

  本基本計画では、これらの考え方にのっとり、女性、男性、子ども、高齢者、障がいのある人、障がいのない人、日本人、外国人など誰もが互いの

個性を尊重し、多様な文化や価値観、個性を共に認め合うとともに、人権が市民一人ひとりの思考や行動の価値基準として日常生活に根付くことを目

指し、「多様性を認め合い、個人が尊重される共生社会の実現」と「豊かな人権文化の創造」を基本理念として、人権尊重のまちづくりを目指します。 

 

３ 基本計画の性格 

 (1) この基本計画は、「生駒市人権擁護に関する条例」の趣旨を踏まえ、本市における人権施策推進にあたっての基本的方向を示すとともに個別の人

権課題の方向性を明らかにし、総合的かつ体系的に人権施策を推進するための指針となるものです。 

 (2) 「人権教育のための国連１０年」生駒市行動計画を受け継ぐものであり、生駒市総合計画との整合性はもとより、市のさまざまな諸計画における

人権施策の基本となる計画です。 

 (3) この基本計画の策定及び推進をもって、「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」第 5条（地方公共団体の責務）に対応するものとします。 

 (4) 市民をはじめ関係機関・団体、企業などに対して理解と共通認識を得ることによって、主体的な取り組みを促します。 

 (5) この基本計画は、社会状況等の変化に応じ、適宜見直しを行うこととします。 



 

 

 

４ 人権施策推進にあたっての基本的な姿勢 

  (1) 人権尊重の視点に立った行政の推進 

      職員一人ひとりが「人権行政」の担い手であることを絶えず意識しながら、それぞれの施策への取り組みを進めると同時に、人権啓発のリーダー

としての自覚をもって行動することによって「豊かな人権文化の創造」を目指します。 

  (2) 市民の主体的な取り組みの促進 

 一人ひとりが人権の主体であるとともに、人権問題を自分自身の問題として捉え、人権尊重の社会の担い手となるよう市民の主体的な取り組みを

促進します。 
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